
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 9,11,12

・技術の蓄積により、ニットシューズ等
多様なニーズに応えた製品を供給してい
る。
・厳しい品質管理基準により製品の安
全・安心を確保している。
・地元住民を積極的に採用し、継続雇用
を実践している。

・2025年までにニットシューズを年間
2,000足生産できるような量産体制を築
き、将来的な縫製職人の減少に備える。

社会 3,4,5,8

・全社員へ健康診断を実施し、フォロー
を行っている。
・全社員向けの社内研修を年１回実施し
ている。
・産休、育休、介護休暇などの休暇制度
を整備し、男女区別なく安心して長く働
ける環境づくりを進めている。
・若手でも頑張り次第で新製品の開発
や、工場全体の管理などやりがいと責任
のある仕事に就いてもらっている。

・産休、育休、介護休暇取得実績を作る
（2030年までに）
・全社員の有給休暇取得率50%以上
（2030年までに）

環境 12,14,15

・落綿や残糸等を再生させて原材料と
し、高品質な手袋等の製作に活用してい
る。
・包装をプラスティックから紙に変更す
ることで、プラスティック使用を削減し
ている。
・環境配慮型の素材についての知見を深
め、導入を検討している。

・2025年までに生分解性繊維を使った
ニット製品を1つ以上開発する。

取組・
活動内容

当社の位置する西三河地方は、繊維のリサイクルにおける国内最大の産地として戦前から知
られてきた。「特紡糸」もリサイクル繊維の一つで、この糸を使って創業当時から作業用手
袋の製造を作り続けてきた。意義深い地場産業を後世に残せるように、高付加価値商品の企
画や開発に取り組んでいる。さらに、近年は無縫製ニットの設備（ホールガーメント機）を
導入することで、将来的な縫製職人の減少への備えと、生産性の向上にも取り組んでいる。
地元アパレル企業との協業による残糸活用商品の開発や、環境配慮型の素材の導入も積極的
に進めている。
地方の人口減少が進行している中で、地元の人が安心して働ける職場づくりの整備を進めて
いる。
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